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ユニ・チャーム メンリッケ
個別ケアと自立排泄をサポート

「TENAシリーズ」

(平成 9年 H月 5日第 3種郵便物認可) 封 日 ヽ中 底 業 漸 間

三大介護の一つである,「

疼ラ防▽ 自立支援▽ Q鋭「

動 ▽斡 の畦
の生活や尊厳に密接に関た

―

PARAMOUNr BED

特集 大人用おむつの上手な使い方

１
日
標
準
３
回
交
換
で
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上

介
護
職
員
の
ゆ
と
り
も
創
出

ユ
ニ
・
チ
ャ
ー
ム

（東
京
都
港
区
、
高
原
票
久
社
長
）
は
大
人
用
排
泄
ケ

ア
用
品

「ラ
イ
フ
リ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
の
新
製
品
追
加

・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
春

以
降
順
次
、
実
施
す
る
。
第
１
弾
と
し
て

「
一
晩
中
安
心
さ
ら
さ
ら
パ
ッ
ド

砕
ｇ
９
邑
革ｏ≧
シ
リ
ー
ズ
の
り
一〓
―
ア
ル
に
加
・ス

∽野
争
≧
説自
の
日

噛
驀

夢

歩

家

た

導
窒
′只

喪
編

幣

藝

奈

暮

之

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
泉
の
郷
日
野
南
（横
浜
市
）で
の
試
用
結
果
を
報
告
す
る
。

「泉
の
郷
日
野
南
」
は
２
０
２
１

年
４
月
開
設
の
廻
至
ユ
ニ
ッ
ト
型
特

養

（
１
２
０
床
）。
横
浜
市
内
の
閑

静
な
住
宅
街
に
立
地
し
、
周
囲
に
は

学
校
も
多
い
。
施
設
ｌ
階
部
分
に
は

カ
フ
ェ
も
し
つ
ら
え
た
地
域
交
流
ス

ペ
ー
ス
を
設
置
。
津
村

一
仁
施
設
長

は
「
コ
ロ
ナ
の
状
況
が
落
ち
着
け
ば
、

地
域
の
子
供
た
ち
に
も
開
放
し
て
い

く
。
イ
ベ
ン
ト
や
食
堂
の
開
催
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
」
と
話
す
。

外
国
人
の
受
入
に
も
積
極
的
。
現

在
、
ベ
ト
ナ
ム
よ
り
Ｅ
Ｐ
Ａ
候
補
者

４
人
、
技
能
実
習
生
１８
人
を
雇
用
す

る
。
同
時
に
、
施
設
の
課
題
と
す
る

の
が
ケ
ア
の
質
向
上
と
生
産
性
向
上

の
両
立
。
西
野
徹
矢
主
任
は

「施
設

も
新
し
く
、
現
時
点
で
ケ
ア
の
技
術

習
得
に
必
要
な
教
育
体
制
は
十
分
と

は
言
い
難
い
」
と
述
べ
る
。

そ
こ
で
今
回
、
同
施
設
が
取
組

ん
だ
の
が
、
め
む
つ
交
換
回
数
の

見
直
し
を
通
じ
た
排
泄
ケ
ア
の

向
上
と
業
務
効
率
化
。
「
ラ
イ
フ

リ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
の

「
長
時
間

肇
〓

９
“
肇
一皇
尿
と
リ
パ

ン
ド
」

「
一
晩
中

肇
す
θ
戸肇
一畠
尿
と
り

パ
ッ
ド
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
タ
イ
プ

を
６
日
間
、
先
行
し
て
試
用
し
た
。

１
日
標
準
３
回
交
換

モ
レ

。
肌

‘
ニ
オ
イ
も
安
心

肇
一や
θ
ミ
一工
畠
シ
リ
ー
ズ
は
肌

へ
の
ず
れ
力

・
摩
擦
を
低
減
す
る
高

機
能
尿
と
リ
パ
ッ
ド
。
世
界
初
の
ス

ラ
イ
ド
シ
ー
ト
構
造
で
、
体
位
変
換

や
ベ
ン
ド
の
ヘ
ッ
ド
ア
ッ
プ
時
の
臀

部
へ
の
ず
れ
力
を
逃
す
。
ま
た
、
長

時
間

。
多
尿
量
で
も
尿
の
逆
戻
り
が

ほ
ば
な
い
た
め
夜
間
も
安
心
。
今
回

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
タ
イ
プ
は
、
ス
キ

ン
ケ
／

。
モ
レ

。
ニ
オ
イ
対
策
を
さ

ら
に
強
化
し
た
。
夜
間
に
加
え
日
中

の
尿
量
に
も
見
合
っ
た
タ
イ
プ
も
追

加
し
た
。

泉
の
郷
で
は
、
常
時
お
む
つ
を
使

用
す
る
利
用
者
７
人
ヘ
デ
モ
試
用
を

実
施
。
導
入
前
は
１
日
１
人
あ
た
り

６
～
７
回
の
交
換
を
行
っ
て
い
た

が
、導
入
中
は
３
回
交
換
を
基
本
に
、

利
用
者
の
排
尿
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
肌

状
態
に
合
わ
せ
た
適
切
な
交
換
時
間

や
回
数
を
設
定
し
た
。
交
換
時
間
は

９
時

。
１５
時

。
２．
時
を
目
安
と
し
、

必
要
な
場
合
は
朝
５
～
６
時
に
追
加

（図
）。
こ
れ
に
よ
り
日
勤

・
夜
勤
ス

タ
ン
フ
共
に
お
む
つ
交
換
の
負
担
が

ほ
ぼ
半
減
し
た
。
モ
レ
回
数
も
全
利

用
者
あ
わ
せ
て
減
少
。
製
品
機
能
の

高
さ
を
実
感
で
き
た
と
い
う
。

対
象
者
の
う
ち
２
人
は
日
中
生
活

利
用
者
に
寄
り
添
う

時
間
創
出

李
懐
回
数
の
見
直
し
に
よ
り
、
多

が
主
に
ベ
ン
ド
上
、

残
り
５
人
が
離
床

。

車
い
す
で
の
座
位
。

い
ず
れ
も
仙
骨
座
り

ま
た
は
仙
骨
突
出
で

臀
部
の
摩
擦

・
ズ
レ

の
リ
ス
ク
を
有
す
る

が
、
導
入
後
の
ス
キ

ン
ト
ラ
ブ
ル
も
な

か
っ
た
。

さ
ら
に
評
価
が
高

か
っ
た
の
が
排
泄
臭

の
改
善
。
「時
間
が

経
過
し
て
も
ニ
オ
イ

が
ほ
と
ん
ど
し
な

か
っ
た
。
お
む
つ
の

ゴ
ミ
も
２
袋
が
１
袋

に
半
減
し
、
使
用
量

の
削
減
が
実
感
で
き

た
」
と
西
野
氏
。
利

用
者
、
コ
ス
ト
、
環

境
に
優
し
い
結
果
が

得
ら
れ
た
と
喜
ぶ
。

Alにより体重や体形を推測しエアセルの圧力を

自動で調整する床ずれ防止エア鞘ントレス。

西 野 徹 矢 主 任

自動体位変換陰能『スモールフロー』を搭載。

自動体位変換機能 fスモエルフエ】―コ

ユ
ニ
・
チ
ャ
ー
ム

メ
ン
リ
ッ
ケ

（東
京
都
港
区
、
森
田
徹
社
長
）
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
生
ま
れ
た
成
人
用

排
せ
つ
ケ
ア
用
品
ブ
ラ
ン
ド

「Ｔ
Ｅ

Ｎ
Ａ

（テ
ー
ナ
産

（成
人
用
紙
お
む

つ
）
を
販
売
す
る
。
同
ブ
ラ
ン
ド
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は
じ
め
北
米
、
ア
ジ

ア
な
ど
世
界
１
０
０
カ
国
以
上
で
高

い
シ
ェ
ア
を
も
つ
。

利
用
者
の
体
型
、
排
尿

。
排
便
状

態
、
排
泄
回
数
に
合
わ
せ
て
お
む
つ

や
パ
ッ
ド
を
選
べ
る
よ
う
▽
軽
失
禁

パ
ッ
ド
▽
下
着
の
よ
う
に
動
き
や
す

い
パ
ン
ツ
タ
イ
プ

「Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
パ
ン

ン
」
▽
装
着
や
交
換
が
簡
単
に
で
き

る
ベ
ル
ト
タ
イ
プ

「
フ
レ
ッ
ク
ス
」

▽
長
時
間
使
用
で
漏
れ
に
く
い
テ
ー

プ
タ
イ
プ

「ス
リ
ッ
プ
」
▽
下
着
感

覚
で
過
歪
せ
る
パ
ッ
ド
タ
イ
プ

「
コ

ン
フ
ォ
ー
ト
」
▽
少
量
の
排
便
時
の

頻
回
李
額
に
対
応

萩
ア
ュ
オ
」
▽
甥

い
て
も
ズ
レ
に
く
い
パ
ッ
ド
専
用

シ
ョ
ー
ツ

「
フ
ィ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
」

―
―
な
ど
商
品
展
開
も
多
彩
。

同
社
は

「ス
キ
ン
ヘ
ル
ス
Ｈ
心
地

よ
い
肌
」
の
視
点
で
商
品
を
展
欄
す

る
と
と
も
に
、
商
品
を
活
用
し
ね
コ

ン
チ
ネ
ン
ス
ケ
／
で
得
ら
れ
る
額
値

を
顧
客
施
設
と
共
有
す
る
た
め
に
、

ノ
ウ
ハ
ウ
も
提
供
し
て
い
る
。
　

．

そ
の
実
現
の
た
め
に
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
／

ド
バ
イ
ザ
ー
が
病
院

。
施
設
の
職
員

と
専
門
チ
ー
ム

（
コ
ン
チ
ネ
ン
ス
サ

ポ
ー
ト
テ
ー
ム
）
を
作
り
、
「考
え

る
ケ
ア
の
基
盤
づ
く
り
」
と

「自
立

支
援
に
向
け
た
個
々
の
課
題
解
決
」

に
向
け
て
取
組
む
。

ほ
か
に
も
、
災
害
時
や
感
染
対
策

と
し
て
も
活
用
で
き
る
グ
ロ
ー
プ
タ

イ
プ
の
清
拭
タ
オ
ル

「ウ

ェ
ッ
ト

ウ
ォ
ッ
シ
ュ
グ
ロ
ー
ブ
」、
全
身
の

皮
膚
を
清
潔
に
し
て
保
湿

・
保
護
す

る

「ウ
ェ
ッ
ト
ワ
イ
プ
」、
汚
れ
を

浮
き
上
が
ら
せ
て
ふ
き
取
る
弱
酸
性

ク
リ
ト
ム
「ウ
ォ
ッ
シ
ュ
ク
リ
ー
ム
」

も
取
り
扱
う
。

問
合
せ
は
同
社

（盗
０３
。
５
７
７

２

ｏ
０
１
９
０
）
ま
で
。

く
の
ス
タ
ッ
フ
が

夜
勤
の
業
務
改
善

を
実
感
。
「余
裕

を
も
っ
て
ケ
ア
に

あ
た
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
「記
録
、

清
掃
な
ど
対
人
以

外
の
業
務
時
間
の

確
保
が
し
や
す
く

な
っ
た
」
な
ど
の

声
が
得
ら
れ
た
。

日
中
生
活
に
も

変
化
が
。
以
前
は

お
む
つ
交
換
で
常

に
慌
た
だ
し
く
利

用
者
も
声
を
か
け

づ
ら
い
雰
囲
気
が

あ

っ
た
そ
う
だ

が
、
「
明
ら
か
に

ス
タ
ッ
フ
と
利
用

者
が
関
わ
る
時
間

が
増
え
た
」
と
津

村
施
設
長
。
利
用

者
の
隣
に
座
り
、

一
緒
に
時
間
を
過

０
す
光
景
を
た
び
た
び
目
に
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
話
す
。

西
野
氏
も

「特
に
昼
食
前
後
は
居

室
と
フ
ロ
ア
の
往
復
、
食
事
介
助
や

昼
食
後
の
回
腔
ケ
ア
な
ど
多
く
の
業

務
が
重
な
る
時
間
帯
。
■
時

・
１３
時

の
交
換
を
削
減
で
き
た
こ
と
は
大
き

い
」
と
説
明
。
日
中
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン

ツ
の
利
用
者
が
多
い
同
施
設
で
は
、

負
担
軽
減
と
安
心

。
安
全
を
最
優
先

に
、
２
人
介
助
で
の
ト
イ
レ
誘
導
に

こ
だ
わ
り
を
持
つ
。
「タ
イ
ミ
ン
グ

の
良
い
ト
イ
レ
排
泄
支
援
も
実
行
し

や
す
く
な
っ
た
」
（西
野
氏
）。

効
果
の
実
感
が
、
よ
り

墳
の
塙
い
ケ
ア
意
識
ヘ

西
野
氏
は

「最
初
は
モ
レ
ヘ
の
不

安
か
ら
交
換
を
減
ら
す
こ
と
に
抵
抗

の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
も
い
た
が
＾
デ
モ

試
用
を
通
じ
て

『
不
必
要
な
交
換
が

多
か
っ
た
の
で
は
』
と
排
泄
ケ
／
全

体
を
見
直
す
好
機
に
な
っ
た
」
と
説

明
す
る
。

試
行
前
の
メ
ー
カ
ー
研
修
も
成
果

を
後
押
し
。
お
む
つ
の
当
て
方
な

ど
、
今
ま
で
施
設
内
で
技
術
の
標
奈

化
が
は
か
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
部
分

も
確
実
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
た
そ

う
だ
。

「技
術
的
な
要
因
に
よ
る
モ
レ
発

生
、
パ
ッ
ド
の
無
駄
使
い
な
ど
、
適

正
化
で
き
る
余
地
は
十
分
に
あ
る
」

と
西
雪
氏
）
研
修
葬
奮
を
浸
透
さ
せ
、

利
用
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
叶
う
排
泄

ケ
ア
に
努
め
て
い
き
た
い
と
話
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

泉
の
郷
日
野
南

（横
浜
市
）

・０
＊弱

（

交換回数・時間の変化

11時   13時   15時  …ヽ18時
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【介入中】 9時 11時   13時 21時

【介入前】


